
1 

 

 

葛城市 公共交通に関するアンケート調査結果 

結果のポイント（案） 

 

１．調査の概要 
  概要を以下に示す。 

項 目 内   容 

調 査 名 称 葛城市 公共交通に関するアンケート調査 

調 査 時 期 平成 26 年 12 月 8 日（配布）～12月 26 日（回収） 

調 査 地 域 葛城市全域 

配 布 数 3,000 世帯 

調 査 対 象 者 葛城市 住民基本台帳から世帯主を無作為に抽出 

そ の 他 回答の対象は、中学生以上（平成 14 年 4 月 1 日以前生まれ） 

 
  また、調査項目を以下に示す。 

設問番号 分類 項  目 

設問１ 世帯の居住地 ①大字 

設問２ 回答者の属性 ①性別 

②年齢 

③職業 

④自動車運転頻度 

設問３ 外出の状況 ①出かける主な目的 

②目的地の場所 

③出かける頻度 

④目的地までの移動手段 

設問４ 公共交通全般について ①葛城市の公共交通の充実度 

②公共交通の利便性 

③公共交通が不便な場合の代替手段等 

設問５ 路線バスについて ①利用状況 

②利用する理由 

③利用しない理由 

設問６ コミュニティバスについて ①利用状況 

②利用する路線 

③利用する理由 

④利用しない理由 

⑤改善点 

⑥利用しやすくなった場合の行きたい場所 

 （利用目的・行き先、利用頻度） 

設問７ 今後の公共交通について ①コミュニティバスの有料化について 

②有料化した場合の料金 

③市の公共交通に対する費用負担について 

④今後の公共交通の利用について 
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２．調査結果の概要 

  回収結果を以下に示す。 

配布数 回収数 回収率 回答者数 

3,000 部 949 通 31.6％ 1,845 人 

 

２．１．属性 
性別については、51％が女性であった。 

年齢については、60 代以上が 52%であり、高齢者の回答が半数を占めた。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

10代
62 
3%

20代
104 
6% 30代

179 
10%

40代
230 
12%

50代
289 
16%

60代
437 
24%

70代
390 
21%

80代以上
138 
7%

未回答
16 
1%

性別 年齢 

男性
886 
48%女性

938 
51%

未回答
21 
1%

n=1,845 n=1,845

52% 
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２．２．普段の生活での外出について 
外出について、１番目（最も）、２番目、３番目によく出かける主な目的について、それぞれ目的

地の場所、頻度、移動手段を質問した。 

ここでは、１番目（最も）よく出かける主な目的について集計した。 

 

①出かける主な目的 

出かける際の主な目的は、「買物」が 37％と最も多く、次いで「通勤」であった。 

 

 
 

②目的地の場所 

目的地の場所は、48％が「葛城市内」、47％が「市外」であった。 

 
 
  

出かける主な目的 

目的地の場所 

n=1,845

n=1,845
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③出かける頻度 

出かける頻度は、「毎日」が 30％と最も多く、次いで「週 4～5 日程度」であった。 

 

 
 
 

④目的地までの移動手段 

目的地までの移動手段は、全ての回答者では、「自動車（自分で運転）」が約 57％と他と比べ非

常に多かった。 

また、70 代以上の高齢者の方で集計した結果、全ての回答者に比べ「自動車（自分で運転）」の

回答割合が減少し、他の手段の割合が増加した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

出かける頻度 

目的地までの移動手段 

（全ての回答者） 

n=1,845

目的地までの移動手段 

（70 代以上） 
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２．３．公共交通全般について 
①葛城市内の公共交通の充実度 

市内の公共交通の充実については、「あまり充実していない」が 44%と最も多く、「全く充実して

いない」と合わせると 55%と過半数を占めている。 

 

 
 

②外出したい時の公共交通の不便度 

外出したいときの公共交通の不便度は、「とても不便に思う」「不便に思う」合わせる 44%の方が

不便と感じている。 

 
 

 

  

とても充実している
50 
3%

充実している
549 
30%

あまり充実していない
819 
44%

全く充実して

いない
206 
11%

未回答
221 
12%

とても不

便に思う
250 
14%

不便に思う
576 
31%

あまり不便

と思わない
617 
33%

全く不便と

思わない
158 
9%

未回答
244 
13%

葛城市内の公共交通の充実度 

外出したい時の公共交通の不便度 

n=1,845

n=1,845

55% 

44% 
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③不便と思う時の代替手段 

不便と思う時の代替手段としては「自分で車を運転する」が 58%と最も多く、次いで「家族に車

で送迎」であった。 

 

 

 

２．４．路線バスについて 
①路線バスの利用状況 

路線バスの利用状況は、「利用しない」が 67%と最も多く、「ほとんど利用しない」21%と合わせ

ると約９割が路線バスを利用していない状況である。 

 

 

 

  

58%

35%

26%

14%

9%

2%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で車を運転する

家族に車で送迎

徒歩又は自転車を利用

タクシーを利用する

外出するのを控える

近所の人に車で送迎

その他

未回答

よく利用する
22 
1%
たまに利用する

113 
6%

ほとんど利用しない
388 
21%

利用しない
1,240 
67%

未回答
82 
5%

不便と思う時の代替手段 

路線バスの利用状況 

n=1,845

n=826（複数回答） 

88% 
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②路線バスを利用する理由 

路線バスを利用する理由としては、「行きたい場所まで行ける」が 62%と最も多く、次いで「他

に移動手段が無いから」48%、「自宅からバス停まで近い」44%の理由が多い。 

 

 

 

③路線バスを利用しない理由 

路線バスを利用しない理由としては、「他に利用手段があるから」が 70%と最も多く、次いで「行

きたい場所まで行けない」33%、「乗りたい時間帯にバスが無い」29%、「バスの便数が少ない」29%

であった。 

 
 
 
 
  

62%

48%

44%

15%

9%

5%

4%

6%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

行きたい場所まで行ける

他に移動手段が無いから

自宅からバス停まで近い

乗りたい時間帯にバスがある

バス路線・バス停・運行時間が分かりやすい

バス便数に不都合がない

運賃が安いから

その他

未回答

70%

33%

29%

29%

22%

17%

7%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

他に移動手段が有るから

行きたい場所まで行けない

乗りたい時間帯にバスがない

バスの便数が少ない

バス停まで行くのが大変

バス路線・バス停・運行時間が分からない

運賃が高いため

その他

未回答

路線バスを利用する理由 

路線バスを利用しない理由 

n=135（複数回答）

n=1,628（複数回答）
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２．５．コミュニティバスについて 
①コミュニティバスの利用状況 

コミュニティバスの利用状況は、「利用しない」が 76%と最も多く、「ほとんど利用しない」13%

と合わせると約９割がコミュニティバスを利用していない状況である。 

 
 

 

②利用しているコミュニティバス 

上記質問で「よく利用する」と「たまに利用する」と回答した方のうち、利用しているコミュニ

ティバスは「ゆうあいバス」が 45%と最も多く、次いで「葛城号」である。 

 

 

 

  

よく利用する
31 
2%
たまに利用する

107 
6%

ほとんど利用しない
234 
13%

利用しない
1,407 
76%

未回答
66 
3%

45%

38%

24%

13%

1%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ゆうあいバス

葛城号

当麻新庄線

ミニバス

わからない

未回答

コミュニティバスの利用状況 

コミュニティバスの利用状況 

n=1,845

n=138（複数回答） 

89% 
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③コミュニティバスを利用する理由 

コミュニティバスを利用する理由としては、「行きたい場所まで行ける」が 59%と最も多く、次

いで「自宅からバス停まで近い」47%、「他に移動手段が無いから」33%、「運賃が安いから（無料含

む）」の理由が多い。 

 

 

 

④コミュニティバスを利用しない理由 

コミュニティバスを利用しない理由としては、「他に利用手段があるから」が 73%と最も多く、

次いで「行きたい場所まで行けない」32%、「乗りたい時間帯にバスが無い」24%、「バスの便数が少

ない」24%であった。 

 

 

 

  

59%

47%

33%

32%

14%

4%

4%

1%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

行きたい場所まで行ける

自宅からバス停まで近い

他に移動手段が無いから

運賃が安いから（無料含む）

乗りたい時間帯にバスがある

バス便数に不都合がない

バス路線・バス停・運行時間が分かりやすい

その他

未回答

73%

32%

24%

24%

21%

14%

1%

6%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

他に移動手段が有るから

行きたい場所まで行けない

乗りたい時間帯にバスがない

バスの便数が少ない

バス路線・バス停・運行時間が分からない

バス停まで行くのが大変

運賃が高いため

その他

未回答

コミュニティバスを利用する理由 

コミュニティバスを利用しない理由 

n=1,641（複数回答）

n=138（複数回答） 
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⑤コミュニティバスの改善案 

コミュニティバスの改善案としては、「特にない」が 50%と最も多く、次いで「バスの運行本数

を増やす」21%、「バス停を増やす」14%、「バスの運行ルートを変える」14%の意見が多い。 

 

 

 

⑥コミュニティバスの改善後について 

コミュニティバスが利用しやすくなったら、バスを使って行きたい場所について１番目（最も）、

２番目と、それぞれ目的・行き先、利用頻度、移動手段を質問した。 

ここでは、１番目（最も）に行きたい場所について集計した。 

 

⑥－１ 行きたい目的地 

コミュニティバスを利用して行きたい場所は、「市内の商業施設（スーパー等）」8%、「市外の商

業施設」7%、「市内の鉄道駅」7%、と、買い物先と駅の意見が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

50%

21%

14%

14%

9%

8%

5%

4%

7%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

バスの運行本数を増やす

バス停を増やす

バスの運行ルートを変える

バスの運行日を増やす（土日など）

バスの運行時間を延ばす

乗りやすい車両にする（ノンステップバスなど）

バスの運賃（当麻新庄線が対象）を安くする

その他

未回答

コミュニティバスの改善案 

コミュニティバスを利用して行きたい場所 

n=1,845（複数回答）

n=1,845
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⑥－２ 利用頻度 

コミュニティバスが改善された場合の利用頻度は、「月数回程度」が 14%と最も多く、次いで、「週

２～３回程度」及び「週１回程度」が 10％であった 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⑥－３ 利用する時間 

コミュニティバスを利用する時間帯は、「10～14 時」が 23%と最も多く、次いで「8～10時」と

なっており、午前中を中心とした昼間時間帯が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

コミュニティバスの利用頻度 

コミュニティバスの利用時間帯 

n=1,845

n=1,845
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２．６．今後の公共交通について 
①コミュニティバスの無料運行について 

コミュニティバスの無料運行については、「有料化して運行を継続する」が 42%と最も多かった。 

なお、「無料のまま運行する」は、23%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②有料化する場合の料金 

「有料化して運行を継続する」と回答した方のうち、「100 円」と回答した方は約６割、「200 円」

と回答した方は約３割であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有料化し

て運行を

継続する

764 
42%

無料のまま

運行する

425 
23%

わからない

447 
24%

未回答

209 
11%

運行時の料金形態 

n=1,845

100 円
452 
59%

200 円
219 
29%

300 円
39 
5%

400 円
10 
1%

その他
27 
4%

未回答
17 
2%

有料化する場合の料金 

n=764
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③公共交通への市の費用負担について 

公共交通への市の費用負担に対しては、「利用者を増やすことなどにより、市の費用負担を減ら

し、運行を継続する」が 26%と最も多かった。 

一方、「市が費用負担するまで運行を継続する必要はない」は 14%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④今後の公共交通 

公共交通の今後の利用意向に対しては、「現在は利用していないが、将来は利用したいと思う」

が 37%と最も多かった。 

「現在も利用しており、将来も利用すると思う」と合わせると、約４割の方が「将来利用すると

思う」回答であった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市の費用負担を増やして、

運行サービス（運行ルート、

運行本数など）を充実する
153 
8%

市の費用負担

は現状のまま

で、運行を継続

する
258 
14%

利用者を増や

すことなどによ

り、市の費用負

担を減らし、運

行を継続する
486 
26%

市の費用負担を減らし、運

行サービスを縮小する
86 
5%

市が費用負担

をしてまで運行

を継続する必

要はない
265 
14%

わからない
324 
18%

その他
44 
2% 未回答

229 
13%

市の費用負担に対する意見 

n=1,845

現在も利用しており、将

来も利用すると思う
139 
7%

現在は利用し

ていないが、将

来は利用した

いと思う

683 
37%

現在も将来も利

用しないと思う。
422 
23%

わからない
308 
17%

その他
22 
1%

未回答
271 
15%

今後の利用意向 

n=1,845

44% 


